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いつまでも健康で住み続けられる、住みたくなるまち

受け継がれる舞い
●上津野高木神社神幸祭　（詳細は９ページ）



◉避難場所を確認
　災害時に最初に開設する指定緊急避難場所や地域の避難所、安全な避難経路、また家族が離れてしまっ
た場合の集合場所や安否確認の方法も決めておきましょう。
◉家の周りや危険箇所を確認
家の周りや近所を見回りして、危険箇所などを把握しましょう。各地域の危険

箇所図は、添田町総合防災ハザードマップや町ホームページで確認できます。
※令和３年度の改正で警戒レベル４「避難勧告」は廃止となり、「避難指示」に一本化されました。添田町総合防災ハザードマップ３ページ
には改正前の避難情報が掲載されていますが、警戒レベル４で全員避難は変更ありません。

３　広報そえだ（令和元年６月号） 広報そえだ（令和元年６月号）　２広報そえだ（令和４年６月号）　２３　広報そえだ（令和４年６月号）

　毎年のように豪雨災害が発生する添田町。これから梅雨や台　毎年のように豪雨災害が発生する添田町。これから梅雨や台
風など雨の多い季節を迎えます。大雨が降った時に慌てないよ風など雨の多い季節を迎えます。大雨が降った時に慌てないよ
う、町が発令する避難情報と国や都道府県が出す防災気象情報う、町が発令する避難情報と国や都道府県が出す防災気象情報
を確認しましょう。もしもの時、情報をより早く、より正確にを確認しましょう。もしもの時、情報をより早く、より正確に
知り、発令された避難情報に応じた避難行動を取りましょう。知り、発令された避難情報に応じた避難行動を取りましょう。

　毎年のように豪雨災害が発生する添田町。これから梅雨や台
風など雨の多い季節を迎えます。大雨が降った時に慌てないよ
う、町が発令する避難情報と国や都道府県が出す防災気象情報
を確認しましょう。もしもの時、情報をより早く、より正確に
知り、発令された避難情報に応じた避難行動を取りましょう。

■警戒レベルに応じた避難を

気象・避難に関する情報を
より早く、より正確に
気象・避難に関する情報を
より早く、より正確に

問 役場防災情報管財課防災安全係（☎82-4002）

警戒レベル 避難等の住民がとるべき行動 避難情報等 警戒レベル相当情報（例）

警戒レベル５相当情報

　氾濫発生情報
　大雨特別警報など

警戒レベル４相当情報

　氾濫危険情報
　土砂災害警戒情報など

【国土交通省、気象庁、県が発表】

警戒レベル３相当情報

　氾濫警戒情報
　大雨、洪水警報など

これらの情報は住民の皆
さんが自主的に避難行動
をとるために参考とする
情報です

▶ 防災ラジオで知る
災害時の避難に関する情報や、町からの大事なお知らせを放送
する防災ラジオ。町では各家庭や、事業所に１台、防災ラジオを
配布（無償貸与）しています。梅雨入りする前に、受け取った後
に箱に入ったままになっている家庭は設置後の動作確認を、防災
ラジオを受け取っていない家庭は役場庁舎２階の防災情報管財課

で随時配布していますので、ぜひ活用ください。また、停電時にも作動するように、
乾電池（単３電池３本）の準備をお願いします。

▶ 添田町 LINE 公式アカウントで知る
防災情報などをお届けする添田町LINE（ライン）

公式アカウント。もう友達追加はお済みですか。
平常時は新型コロナウイルス感染症などの町か

らのお知らせなどを配信していますが、災害時には避難に関する情報や避難所の開設状況
などを配信します。まだ友達追加をしていない人は、二次元コードから友達追加をお願い

します。

▶ 防災メール・まもるくんで知る
福岡県が運用する「防災メール・まもるくん」は、登録したメールアドレスに県内での
地震、津波、台風、大雨などによる防災気象情報に加え、福岡県か
らの災害時の注意の呼びかけ、町が発令する「警戒レベル３高齢者
等避難」・「警戒レベル４避難指示」などの避難情報や、開設した避
難所などの防災情報、彦山川が避難の目安となる水位に達したとき

などにメールが配信されます。

▶ テレビのデータ放送で知る
　台風や大雨時に、気象情報や河川の水位、雨量を知りたいときには、最も身
近なテレビのデータ放送を活用してはどうでしょうか。簡単なリモコン操作で
いろいろな情報を見ることができます。ＮＨＫ総合の場合は、
①チャンネルをＮＨＫ総合にあわせ、リモコンの dボタンを押す
②気象情報 ( 赤 ) のボタンを押し、上下左右キーで見たい項目を選択
などの操作で気象情報などを見ることができます。データ放送はNHK総合だけ

でなく、民放各社のデータ放送もそれぞれ気象などに関する情報を発信しています。

▶ インターネットで知る
　町が避難指示などの避難情報を発令するか判断する災害対策本部で活用し
ている情報の１つが、インターネットからの情報。気象庁のホームページで
は添田町に出されている気象情報や今後の雨の予想を、遠賀川河川事務所の
ホームページでは彦山川の水位などをリアルタイムで知ることができます。
スマートフォンやパソコンをお持ちの家庭は、ぜひ活用ください。

●避難情報・気象情報の収集方法

警　戒
レベル１ 災害への心構えを高めましょう 早期注意情報

【気象庁が発表】

警　戒
レベル２ 災害に備え、ハザードマップなどで、自ら

の避難行動を確認しましょう

洪水注意報
大雨注意報など
【気象庁が発表】

警　戒
レベル３

避難に時間を要する人（高齢者や障がいの
ある人、乳幼児など）とその支援者は避難
しましょう。その他の人は避難の準備を整
えましょう

高齢者等避難
【町が発令】

高齢者等は避難

警　戒
レベル４ 速やかに避難先へ避難しましょう。公的な

避難場所までの移動が危険と思われる場合
は、近くの安全な場所や自宅内のより安全
な場所に避難しましょう

避難指示
【町が発令】

全員避難

警　戒
レベル５

災害が発生又は切迫している状況です。危
険な場所にいる人は命の危険があります。
直ちに安全確保をしましょう

緊急安全確保
【町が発令】

〈 警戒レベル４までに必ず避難 〉

■避難所や身の回りの危険箇所は「添田町総合防災ハザードマップ」で確認をを

　※友達追加にはLINEのアプリをダウンロードしている必要があります。

©Cyber Connect2 Co.,Ltd

↑町ホームページ↑遠賀川河川事務所
  ホームページ

↑気象庁ホーム
  ページ

※「警戒レベル５緊急安全確保」は必ず発令されるものではありません。「警戒レベル４避難指示」までに必ず避難しましょう。



◉
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
が
い
な
ど
が
あ
り
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
人
で
左
表
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
人
は
、
郵
便
で
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
郵
便
投
票
を
行
う
と
き
は
、
前
も
っ

て
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請
し
て
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
証
明
書
の
交
付
に
は
日
数
を
要
し

ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
く
だ
さ
い
。
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
町
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
投
票
所
へ
行
け
な
い
人

は
、
郵
便
な
ど
を
用
い
て
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
い
た
だ
く
か
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
病
院
、
施
設
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

県
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
指
定
さ
れ
た
病
院
や
施
設
に
入
院
、
入

所
し
て
い
る
人
は
、そ
の
病
院
や
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
入
院
、
入
所
し
て
い
る
施
設
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

５　広報そえだ（令和４年６月号） 広報そえだ（令和４年６月号）　４

◉期日前投票所は役場庁舎１階 特１会議室です

※期日前投票所へ
は、庁舎正面玄関
かエレベーター側
入口からお入りく
ださい。投票日に
投票に行けない人
は期日前投票をし
ましょう。

紙
に
字
が
書
け
な
い
場
合
は
、
代
理

投
票
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
投
票

所
で
そ
の
旨
を
投
票
管
理
者
に
申
し

出
た
時
は
、
選
挙
事
務
従
事
者
（
職
員
）

が
選
挙
人
に
代
わ
っ
て
投
票
用
紙
の

記
入
を
行
い
ま
す
。

添田町長選挙及び添田町議会議員一般選挙
　

投
票
日
に
旅
行
や
仕
事
、
病
気
な

ど
で
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日

前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◉
期
日
前
投
票
の
期
間

◉
期
日
前
投
票
の
会
場

　

添
田
町
役
場
１
階
で
す
。

※
入
場
券
（
ハ
ガ
キ
）
が
届
い
て
い

る
場
合
は
、
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
期
日
前
投
票
所
に
行
く
前

に
入
場
券
裏
面
の
宣
誓
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
持
参
す
る
と
、
受
け
付

け
が
短
時
間
で
行
え
ま
す
。

　

投
票
日
当
日
に
投
票
す
る
場
合
は
、

宣
誓
書
の
記
入
は
不
要
で
す
。

　

も
し
、
入
場
券
を
な
く
し
た
場
合

や
、
ま
だ
届
い
て
な
い
場
合
で
も
選

挙
権
を
有
し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。
投

票
所
の
受
付
で
入
場
券
が
な
い
旨
を

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

７月17日日

　任期満了に伴う添田町長選挙及び添田町議会議員
一般選挙が、７月17日日に行われます。この選挙は、
添田町の未来を決める大切な選挙です。あなたの大
切な一票で、明るく豊かな
添田町をつくりましょう。

君が持つ  未来をうごかす  その一票

◉
住
所
要
件　

添
田
町
に
住
所
を
有

し
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上
経
過
し

て
い
る
人
。
な
お
、
転
入
者
は
４
月

11
日
ま
で
に
転
入
届
を
出
し
て
引
き

続
き
３
か
月
以
上
居
住
し
て
い
る
人

◉
年
齢
要
件　

平
成
16
年
７
月
18
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人

※
投
票
は
、
住
所
要
件
と
年
齢
要
件

の
両
方
を
満
た
し
て
い
る
人
の
み
行

え
ま
す
。
町
の
選
挙
で
は
、
添
田
町

か
ら
転
出
し
た
人
は
、
投
票
で
き
ま

せ
ん
。

　

開
票
は
投
票
日
当
日
、
町
民
会
館

で
行
う
予
定
で
す
。　

　

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
も
、

早
い
段
階
か
ら
社
会
の
一
員
、
主
権

者
と
し
て
自
覚
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
、選
挙
人
に
同
伴
す
る
子
ど
も（
乳

幼
児
や
児
童
、
生
徒
そ
の
他
の
18
歳

未
満
の
人
）
は
投
票
所
へ
の
入
場
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

投
票
は
、
選
挙
人
が
自
分
で
投
票
用

紙
に
記
入
す
る
方
式
が
原
則
で
す
が
、

手
や
腕
、
目
の
障
が
い
な
ど
で
投
票
用

今
回
の
選
挙
で

投
票
が
で
き
る
人
は

投票日
期
日
前
投
票
は

７
月
13
日
か
ら
で
す

不
在
者
投
票
が
で
き
る
人

入
場
券（
ハ
ガ
キ
）が
な

く
て
も
投
票
で
き
ま
す

即
日
開
票
を
行
い
ま
す

投票時間７時～18時
選挙に関する問い合わせ／添田町選挙管理委員会（☎ 82-1231）

７
月
13
日
水
〜
16
日
土

　
　

８
時
30
分
〜
20
時

投票所 投票会場 投票所住所

第１投票所 　添田小学校 　添田町大字添田1333番地

第２投票所 　中元寺公民館 　添田町大字中元寺2465番地

第３投票所 　彦山地区総合センター 　添田町大字落合800番地の１

第４投票所 　英彦山公民館 　添田町大字英彦山1403番地

第５投票所 　添田町体育館 　添田町大字添田1594番地の１

第６投票所 　庄地区集会所 　添田町大字庄966番地の 1

第７投票所 　中鶴教育集会所 　添田町大字添田983番地の 1

第８投票所 　津野公民館 　添田町大字津野6059番地

第９投票所 　上津野活性化センター 　添田町大字津野1758番地の 1

第10投票所 　桝田地区公民館 　添田町大字桝田1528番地

第11投票所 　真木小学校 　添田町大字庄2414番地

第12投票所 　鏡町集会所 　添田町大字庄1380番地の11

◉町内の投票所は次のとおりです

投
票
所
は
お
子
さ
ん
も

一
緒
に
入
場
で
き
ま
す

住民課保健福祉環境課 水道課
出
納
室

東側入口▶

エレベーター

特１会議室

第３会議室

自動販売機

期日前
投票所

▲
正面入口

ど
ち
ら
か
ら
も
入
れ
ま
す

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

手
や
目
が
不
自
由
で

投
票
用
紙
に
字
が

書
け
な
い
と
き
は

手帳の種類 障がい名等 障がいの程度

 　身体
 　障害者
 　手帳

 両下肢・体幹・
 移動機能  １級または２級

 心臓・じん臓・呼吸器・ 
 ぼうこう・直腸・小腸  １級または３級

 免疫・肝臓  １級から３級

　戦傷病者
　手帳

 両下肢・体幹  特別項症から
　 　　第２項症

 心臓・じん臓・呼吸器・
 ぼうこう・直腸・小腸・
 肝臓

 特別項症から
　 　　第３項症

  介護保険
  被保険者証  要介護状態区分  要介護５

◉郵便投票の対象となる障がいは次のとおりです

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し

投
票
所
に
行
け
な
い
と
き
は

７
月
に
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
も

行
わ
れ
る
予
定
で
す

※車いすが必要な人は、東側入口横の障がい者用駐車場を利用く
ださい。東側入口に車いすを用意しています。

↑町ホーム
  ページ

明るい選挙のイメージキャラクター
「選挙のめいすいくん」

今投

行

即

入く 期７

手投書

投

　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
７
月
に
執
行
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
参

議
院
選
挙
の
入
場
券
（
ク
リ
ー
ム
色
の
ハ
ガ
キ
）
は
６
月
中
旬
に
、
町

長
・
町
議
員
選
挙
の
入
場
券
（
水
色
の
ハ
ガ
キ
）
は
７
月
中
旬
に
送
付

予
定
で
す
。
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
、
注
意
く
だ
さ
い
。
参
議
院
選
挙

の
日
程
な
ど
詳
細
は
決
定
次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



広報そえだ（令和４年６月号）　６７　広報そえだ（令和４年６月号）

問 役場総務課総務係（☎ 82-1231）

まちからのお知らせ＆情報

令和４年度分から変更になります

４回目のワクチン接種は７月開始予定です

新型コロナワクチン接種

◉４回目のワクチン接種対象者
　３回目のワクチン接種から５か月が経過した
①60歳以上の人
②基礎疾患を有する18歳から59歳までの人。その
他、重症化リスクが高いと医師が認める人
※①に該当する人は、添田町から郵送される接種
券が届いたら接種予約をお願いします。
※②に該当するか否かについては、事前にかかり
つけ医に相談ください。相談できるかかりつけ医
がいない場合は、役場まで問い合わせください。
なお、３回目接種を受けた18歳から59歳までの人
には、予約・接種方法を別途案内します。

◉ワクチン接種を受けていない人は
　１～３回目のワクチン接種が未接種の人は引き
続き接種することができます。早めの予約による
接種をお願いします。
【予約申込】添田町ワクチン
コールセンター
（☎ 88-5620）
※受付は平日９時 ～17時
問 役場保健福祉環境課健康
　 対策係（☎ 88-8111）

有害鳥獣の捕獲駆除のために

狩猟免許を取得しませんか
「児童手当現況届」の提出が

原則不要となります

期　間

クアハウス
プール利用時間

9時
30分 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時

５月30日（月）
〜

６月３日（金）
児童水泳学習
９時30分～15時

一般利用
15時～21時

６月４日（土） 　　　　　　一般利用　９時30分～21時

６月５日（日） 　　　　　　一般利用　９時30分～18時

６月６日（月）
〜

６月10日（金）
一般利用

９時30分～13時
児童水泳学習
13時～15時

一般利用
15時～21時

６月11日（土） 　　　　　　一般利用　９時30分～21時

６月12日（日） 　　　　　　一般利用　９時30分～18時

６月13日（月）
〜

６月17日（金）
児童水泳学習　　
９時30分～12時　　

一般利用　　　　
12時～21時　　　　

６月18日（土） 　　　　　　一般利用　９時30分～21時

６月19日（日） 　　　　　　一般利用　９時30分～18時

６月20日（月）
〜

６月24日（金）
一般利用

９時30分～13時
児童水泳学習
13時～15時

一般利用
15時～21時

６月25日（土） 　　　　　　一般利用　９時30分～21時

６月26日（日） 　　　　　　一般利用　９時30分～18時

６月27日（月）
〜

７月１日（金）
児童水泳学習　　
９時30分～12時　　

一般利用　　　　
12時～21時　　　　

添田小学校のプール授業をクアハウスプールで行うため、
一般利用時間が制限されます

クアハウス「ハピネス」のプールを利用中の皆さんへ

添 田小学校のプール床が老朽化で使用できなくなったことから、今年度の水泳学習をクアハウスで行いま
す。児童の水泳学習時間中は、一般利用ができません。また、クアハウス「ハピネス」の定期券をす

でに購入されている人は、5月30日月から 7月 1日金までの平日の利用ができない日数について有効期間の
延長を行いますので、クアハウスまで申し出ください。　　　　　　　　  問  クアハウス（☎ 82-5061）

町 では、国の方針を受けて、対象となる人への４回目のワクチン接種を７月か
ら開始します。詳しい接種日程などは決まりましたら、該当する皆さんに改

めてお知らせします。

田畑を荒らす有害鳥獣を捕獲駆除するため
には狩猟免許の取得と狩猟者登録が必要

です。自分たちの田畑を守るため狩猟免許を取
得しませんか。
【狩猟免許試験】
◉とき　７月27日水　
◉ところ　飯塚市立岩交流センター
◉試験の種類　▷網猟免許　▷わな猟免許
▷第１種銃猟免許　▷第２種銃猟免許
◉申込期限　７月12日火
※受験には、申請手数料、写真、診断書が必要
です。詳しくは問い合わせください。
【狩猟免許試験予備講習会】
◉と　き　７月10日日
◉ところ 飯塚市立岩交流センター
◉受講料　3,500円、例題集1,650円
※詳しくは問い合わせください。
問 添田猟友会事務局（☎ 82-1601）
　 ※受付は月曜日、木曜日の９時～ 15時
　 役場地域産業推進課有害鳥獣係（☎82-1237）

現況届は毎年６月１日の状況を把握し、６
月分以降の児童手当などを引き続き受け

る要件を満たしているかを確認するため、児童
手当を受給する全ての人に提出をお願いしてい
ましたが、６月以降は次の人を除き現況届の提
出が不要になります。
◉令和４年６月以降も現況届の提出が必要な人
▷配偶者からの暴力などにより、住民票の住所
地が添田町と異なる人　▷添田町に支給要件児
童の戸籍や住民票がない人　▷離婚協議中で配
偶者と別居している人　▷その他、添田町から
提出の案内があった人
※該当する人には６月に現況届の案内を送付し
ます。
※特例給付の支給に係わる所得上限
額も新設されました。詳しくは、町
ホームページを確認いただくか、問
い合わせください。
問 役場保健福祉環境課子育て・障がい者支援係
　 （☎ 82-1232）

←
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

令和３年度の開示 ・ 運用状況を公表します

 ▶令和３年度 添田町情報公開条例の運用状況
開示 一部開示 不開示 不存在 却下 取下げ 不服申立

１ ４ ０ 0 ０ 0 ０

添田町情報公開制度および添田町個人情報保護制度

▶令和３年度 添田町個人情報保護条例の運用状況
開示 一部開示 不開示 不存在 却下 取下げ 不服申立

０ １ ０ 0 ０ ０ ０

開かれた町政の推進、個人の権利利益の保護を目的とした制度の運用状況を公表します。

※クアハウス「ハピネス」の今後については、さまざまな用途での利活用が見込まれるため、運営を継続し
ながら、将来の運営方法などを検討をしていきます。　　　　　　　　　

月か
に改
か
改

時時時　時時 　

時時時　時時 　



My Town Topics 問 役場総務課（☎ 82-4000）

まちの話題
My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

　５月２日、皆さんが納めている町税の滞納解消を推進
するため、福岡県から派遣された４人の職員に添田町職
員として併任する辞令交付が行われました。寺西町長は
「公平な税負担を実現するため、滞納処分などしっかり
お願いします」と挨拶。福岡県とは毎年共同で給与や預
金の差し押さえなどの滞納処分を行っており、昨年度は
25件、169万円の差し押さえを行いました。町税は、行
政サービスを行ううえで欠かせない大切な財源です。税
金は、定められた納期限内に納付をお願いします。

県税職員辞令交付

税金の公平で適正な負担を図ります

↑辞令の任期は令和５年２月まで。悪質滞納者には厳しい処分を行います

↓連携して太鼓をつくる山伏とネイティブアメリカン。太鼓は下津宮に飾られています

10月に予定されている合同会社ＩＹＧＬＯＢＡＬ（吉
松育美代表）が主催するネイティブアメリカンと英彦山
山伏との国際民族交流イベント「星族集結！英彦山から
宙
そら

へ」に先駆け、プレイベントが英彦山神宮で行われま
した。４月29日、両者の初顔合わせが行われた後に、ネ
イティブアメリカンにとって神聖な動物であるバッファ
ローの皮を英彦山の霊水で清め、５月１日に清められた
バッファローの皮で伝統的な祈りの儀式を行うための特
別な太鼓（Ｐｏｗ－ｗｏｗドラム）が作られました。

国際民族交流イベント「星族集結！英彦山から宙へ」

ネイティブアメリカンと英彦山山伏が交流

↓消防庁長官表彰受賞報告に訪れた有川副団長㊨、大島副分団長㊧と寺西町長㊥

　昭和43年から平成19年までの38年間、京都府警の警察
官として京都府民の安全を守ってきた石井砂夫さん（桝
田）が春の叙勲で瑞宝単光章を受章しました。地域交番
での勤務が長かった石井さんは今回の受章に「交番のお
巡りさんとして精一杯、地域住民の安全、安心に尽くし
ました。受章は支えてくれた家族のおかげです。大変光
栄でありがたいです」と笑顔で話してくれました。多趣
味の石井さんは警察官退職後に添田に戻り、現在はオー
クホールで水墨画サークルの講師などもされています。

令和４年春の叙勲

石井砂夫さん瑞宝単光章受章

↑「今回の受章の主役は妻です」と話す石井さん㊧と妻の悦子さん㊥、寺西町長㊨

　令和３年度消防庁長官表彰で、添田町消防団（梶原茂
敏団長）の有川勇二副団長と第５分団大島保副分団長に
永年勤続功労賞が贈られました。有川さんは平成４年に
入団し約30年間、特に平成27年からは副団長として先頭
に立ち、昼夜を問わず消防活動に努めていることが評価
され、大島さんも昭和63年の入団から約34年間の献身的
な消防活動が評価されました。ふたりは「名誉ある表彰
を頂き光栄です。今後も火災や水害などから皆さんの生
命・財産を守るため、精一杯努めます」と語っていました。

令和３年度消防庁長官表彰

長年の消防活動をたたえての表彰

　添田町老人クラブ連合会（船瀬弘会長）の総会がオー
クホールで４月22日に開催されました。昭和39年、高齢
者の仲間づくりのために発足した町老人クラブ連合会。
コロナ禍での制限の中でも健康・友愛・奉仕を理念に地域
に根ざした活動を積極的に行い、多くの皆さんが参加し
て、介護予防にも通じています。創立から58年目を迎え
る今年度も17地区、674人の会員で「のばそう！健康寿
命、担おう！地域づくり」をテーマにスポーツ大会など、
地域の絆が深まるような行事を開催していく予定です。

添田町老人クラブ連合会総会

健康・友愛・奉仕を理念に活動

↑船瀬弘会長（中右）を中心に並ぶ添田町老人クラブ連合会役員の皆さん

　春の遠賀川一斉清掃期間（５月11日～６月10日）中の
５月22日、遠賀川水系水環境保全・再生推進協議会主催
による清掃活動が行われました。遠賀川流域ではゴミの
不法投棄が多く見られます。河川内のゴミは河川の水環
境を悪化させるだけでなく、洪水後は大量のゴミが河口
堰や海岸まで流れ着き、問題となっています。この日は
彦山川の歓遊舎ひこさん付近河川敷で野田行政区や添田
町婦人会、アカザを守る会、町職員ボランティアら70
人が空き缶やペットボトルなどのゴミを拾いました。

遠賀川一斉清掃

この先もきれいな遠賀川であるために

↓新聞記者から取材も受けました

　５月３日、上津野高木神社で神幸祭が行われ、豊前神
楽のひとつとして国指定重要無形民俗文化財に指定さ
れている津野神楽が奉納されました。神幸祭では例年、
神
みこし

輿が上津野高木神社から御旅所へ安置された後に神楽
が舞われますが、今年は新型コロナウイルス感染症予防
のため、神輿が上津野地区を練り歩く事が叶わなかった
ことから高木神社での奉納となりました。笛や太鼓、鉦

かね

で奏楽が奏でられる中、津野神楽保存会（井手元宏幸会
長）の皆さんが、荘厳な舞いを披露しました。

上津野高木神社神幸祭

神聖な神社で荘厳な神
かぐら

楽を奉納

↑午後３時から約３時間、「米まき」や「綱御崎舞上げ」の演目が舞われました

　下落合地区の彦山川河川敷で５月16日、くるみ保育園
の園児16人らがヤマメの稚魚１万匹を放流しました。添
田遊釣会（米木一雅会長）らが園児たちに川や魚に親し
んでもらおうと企画。会員で篠﨑川魚店を営む篠﨑盛孝
さん（町三）が稚魚を提供し実現しました。以前も道の
駅歓遊舎ひこさん前の河川敷で放流をしていましたが、
平成29年からの豪雨災害と、新型コロナの影響で４年ぶ
りの放流となりました。放流したヤマメの稚魚に園児ら
は「大きくなってね」と大きな声で呼びかけていました。

添田遊釣会、くるみ保育園

彦山川にヤマメを放流「大きくなってね」

↓ヤマメの稚魚を放流する園児たち

↑放流したヤマメの稚魚にみんなで「早く大きくなってね～」と呼びかけました
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↓大勢のボランティアに挨拶する寺西町長 ↓河川公園のゴミを拾うボランティア

↑長さが10メートルにもおよぶ巨大なプラスティックゴミも拾いました



国指定重要文化財「中島家住宅」
たくさんの催しが開かれました

添 田町活性化推進協議会（廣田敏正会長）が中
島家住宅で「博多人形二代西頭哲三郎作品展

～白肌の伝統美～」、「端午の節句に遊ぶ」、「第１回
中島家囲碁大会」を開催し、多くの人で賑わいました。
また添田町活性化推進協議会では、６月18日から７
月３日までの間の水曜、土曜、日曜日に中島家住宅で
「布の手作り小物展示会」を開催します。皆さんの来
場をお待ちしています。
問  添田町活性化推進協議会廣田さん（☎090-1875-3111）

が中
作品展
「第１回
した

博多人形二代西
にしとう てつさぶろう

頭哲三郎作品展
～白肌の伝統美～

端午の節句に遊ぶ

第１回中島家囲碁大会

HappyBirthday ♥あゆかの唄
やダンス☆みんな、と～っても
大好きだよ╰ (*´） `*) ╯

６月生まれ

HAPPY
BIRTHDAY

送信先 koho@town.soeda.fukuoka.jp

①お子さんの写真　
②お子さんの氏名　
③名前の読み方　
④誕生日　⑤年齢　
⑥行政区　⑦メッセー
ジ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先
を送信してください。

７月生まれの締め切り
は６月15日水です。

未就学児のお子さん
を募集してます

★★
★

赤熊 歩
あゆか

佳ちゃん 
６月４日生 ❷ ・庄西

11　広報そえだ（令和４年６月号） 広報そえだ（令和４年６月号）　10

文
芸
歳
時
記

◉
７
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

６
月
15
日
水
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を
書
い
て
く

だ
さ
い
。

問
役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係（
☎
82
―
４
０
０
０
）

き
し
き
し
と
洗
ふ
掌
風
薫
る　
　
　
　
　

伊
井
寸
美
子

立
夏
か
な
赤
い
ス
カ
ー
ト
ひ
る
が
へ
し　

斎
藤
智
寿
子

と
め
ど
な
く
花
の
散
り
く
る
苔
の
庭　
　

天
野
ユ
キ
海

風
薫
る
乾
く
窯
場
の
素
陶
棚　
　
　
　
　

立
花　

克
明

ば
ら
咲
き
て
亡は

は母
と
笑
い
し
明
け
の
夢　

柳
瀬　

満
子

【
川
柳　

投
稿
】

閉
店
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
一
面
絵
が
描
か
れ　

原
田
祥
二
郎

忘
れ
ま
せ
ん
人
へ
の
優
し
さ
よ
い
笑
顔

原
田　

順
子

【
短
歌　

春
扇
短
歌
会　

筑
紫
支
社
】

背
が
痛
み
痛
み
止
め
二
錠
飲
み
下
す

　

ま
だ
ま
だ
元
気
に
生
き
た
し
と
思
ふ　

五
十
嵐
田
鶴

一
種
生
け
の
今
日
も
向
き
あ
ふ
グ
ラ
ジ
ョ
ウ
ラ
ス

　
　
　
　

趣
き
な
せ
ば
決
め
し
こ
の
朝　

福
富　

廣
枝

温
も
り
し
コ
ン
ク
リ
の
畦
に
リ
ュ
ッ
ク
置
き

　
　
　
　

買
い
物
帰
り
の
一
休
み
す
る　

荒
巻
ミ
サ
子

丈
低
き
三
味
線
草
は
精
一
杯

　
　
　

田た
の
も面

を
白
く
染
め
て
さ
ゆ
る
る　

大
塚　

富
江

【
短
歌　

投
稿
】

可
愛
く
て
や
さ
し
き
人
に
道
聞
か
れ

　
　

し
ど
ろ
も
ど
ろ
に
吾
は
な
り
た
り　

独
活
山
強
実

何
遍
も
書
い
て
は
消
し
て
繰
り
返
し

　
　
　

辿
り
着
け
な
い
本
当
の
気
持
ち　

佐
藤　
　

直

ス
テ
ー
ジ
フ
ォ
ー
告
知
さ
れ
し
も
悲
し
み
も

　
　
　

実
感
も
な
く
吾わ

れ

大
地
に
立
て
り　

仲
摩　

直
子

亡
き
夫
と
寄
り
湯
し
ゃ
く
な
げ
行
っ
た
数

　
　
　
　

肩
の
痛
み
に
露
天
湯
浮
か
ぶ　

櫻
木
マ
サ
子

菜
の
花
や
寄
り
つ
離
れ
つ
蝶
む
れ
て

　
　

ひ
ら
り
ひ
と
は
ね
花
へ
落
ち
ゆ
く　

柳
瀬　

一
徳

【
俳
句　

投
稿
】

丹
精
の
木
漏
れ
日
に
透
く
九
輪
草　
　
　

伊
勢
村　

稔

大
風
で
無
惨
に
な
り
つ
桜
な
り　
　
　
　

寺
本　

紀
子

五
月
憂
し
失
す
れ
ば
探
す
ボ
ー
ル
ペ
ン　

島
津
余
史
衣

問 役場まちづくり課歴史文化財係（☎82-1236）歴まちコラム　～歴史と文化のふる里探訪～

国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
英
彦
山
神
宮
の
銅
鳥
居
に
は
、

「
英
彦
山
」
の
字
が
書
か
れ
た
扁
額
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
扁
額
の
歴
史
に
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

↑英彦山神宮参道入口にある
　国指定重要文化財 英彦山神宮の銅鳥居

英
彦
山
神
宮
の
銅か

ね
の
と
り
い

鳥
居
は
、

昭
和
14
（
１
９
３
９
）
年

10
月
25
日
に
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
で
国

指
定
の
重
要
文
化
財
に
な
っ
て
い

る
鳥
居
は
石
造
製
が
多
く
、
英
彦

山
神
宮
の
よ
う
に
銅
製
の
も
の
は

少
な
い
で
す
。
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
銅
製
の
鳥
居
の
な

か
で
最
古
の
も
の
は
、
奈
良
県
の

金き
ん
ぷ
せ
ん
じ

峯
山
寺
で
、室
町
時
代
中
期（
康

正
年
間/

１
４
５
５
〜
１
４
５
７

年
）
に
建
立
さ
れ
、
そ
の
次
に
古

い
の
が
銅
鳥
居
で
す
。
銅
鳥
居
は

寛
永
14
（
１
６
３
７
）
年
に
佐
賀

藩
主
鍋
島
勝
茂
に
よ
っ
て
建
立
さ

れ
ま
し
た
。
か
つ
て
は
、
彦
山
町

付
近
（
現
在
の
英
彦
山
公
民
館
周

辺
）
に
あ
っ
た
よ
う
で
、
貞
享
３

（
１
６
８
６
）
年
、
も
し
く
は
元
禄

14
（
１
７
０
１
）
年
に
現
在
の
場

所
に
移
さ
れ
た
と
い
う
記
録
が
あ

り
ま
す
。

銅
鳥
居
は
青
銅
製
の
円
筒
が

６
個
積
み
重
な
っ
て
お
り
、

高
さ
が
約
７
ｍ
、
柱
の
太
さ
が
約

１
ｍ
で
建
立
当
初
は
扁へ

ん
が
く額

（
鳥
居

の
高
い
位
置
に
掛
け
ら
れ
て
い
る

額
）
が
掛
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
扁
額
が
掛
け
ら
れ
る
契
機
と

な
っ
た
の
は
享
保
13
（
１
７
２
８
）

年
４
月
に
彦
山
座ざ

す主
の
有
誉
が
上

京
し
て
、
霊
元
法
皇
と
対
面
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、

霊
元
法
皇
は
昔
か
ら
銅
鳥
居
に
は

扁
額
が
掛
か
っ
て
い
な
い
こ
と
を

知
り
、
翌
年
２
月
に
扁
額
を
寄
進

し
た
い
旨
を
英
彦
山
へ
伝
え
て
い

ま
す
。
こ
の
寄
進
に
先
立
ち
、
こ

れ
ま
で
「
彦
山
」
と
表
記
さ
れ
て

い
た
山
名
に
、「
優
れ
て
い
る
」や

「
秀ひ

い

で
る
」
な
ど
の
意
味
を
持
つ

「
英
」
の
文
字
を
追
記
し
た
「
英

彦
山
」
と
改
め
る
よ
う
に
命
じ
ま

し
た
。
そ
の
後
霊
元
法
皇
は
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
扁
額
は
享
保
19

（
１
７
３
４
）年
6
月
16
日
に
英
彦

山
へ
到
着
し
、
19
日
に
は
佐
賀
藩

の
役
人
が
立
ち
会
い
の
も
と
掲
げ

ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
英
彦
山
で

は
扁
額
が
無
事
に
届
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
京
都
か
ら
運
ば
れ
る
途
中

の
大
名
た
ち
に
対
し
て
、「
御
額
」

が
通
行
す
る
の
で
警
備
な
ど
を
万

全
に
す
る
よ
う
に
依
頼
状
を
送
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
依
頼
は
、
江
戸

幕
府
を
通
じ
ず
勝
手
に
送
っ
た
た

め
に
処
罰
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
英
彦
山
に
と
っ
て
は

そ
れ
ほ
ど
大
切
な
出
来
事
だ
っ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

【
文
・
西
山
紘
二
学
芸
員
（
ま
ち
づ

く
り
課
歴
史
文
化
財
係
）】

英
彦
山
神
宮
銅か

ね

の

と

り

い

鳥
居

「
英
」の
字
と
扁へ

ん

が

く額
の
歴
史

【参考文献】広渡正利『英彦山信仰史の研究』平成６年文献出版

　歴史ある中島家で歴史のある囲碁を打とうと、５月22
日、第１回中島家囲碁大会が開かれ、17人が参加、熱戦
が繰り広げられました。成績は次のとおりです。
▷Aグループ優勝　伊藤正彦さん　準優勝　安見武則さん　
▷B グループ優勝　塚本信男さん　準優勝　宮田昭秋さん

　４月23日から５月15日
の間、町民の皆さんから
お借りした兜や幟

のぼり

を展示
しました。

　４月23日から５月８日までの間、福岡市の
博多人形作家で伝統工芸士の二代西頭哲三郎
さんによる、節句人形や掛け軸などの作品、
約 120 点を展示
した博多人形展
が開かれました。



▼
対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

▼
定
員

40
人
／
要
事
前
申
込

問
福
岡
県
生
涯
現
役
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ

ン
タ
ー
飯
塚
オ
フ
ィ
ス

（
☎
０
９
４
８
―
21
―
６
０
３
２
）

▼
と
き　

７
月
９
日
土
13
時
30
分
〜

16
時

▼
と
こ
ろ　

飯
塚
市

　

庄
内
健
康
福
祉
総

　

合
セ
ン
タ
ー
ハ
ー

　

モ
ニ
ー

▼
講
習
内
容　

庭
木

　

の
剪
定
と
管
理

▼
定
員

25
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　

無
料

　

５
年
１
月
30
日
月

▼
訓
練
科
名

C
A
D
・
C
A
M
エ

　

ン
ジ
ニ
ア
科
／
定
員

20
人
、
住
環
境
コ
ー

　

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
科
／

　

定
員
12
人

▼
対
象
者　

公
共
職

業
安
定
所（
ハ
ロ
ー

　

ワ
ー
ク
）
に
求
職

　

を
申
込
み
し
て
い
る
人

▼
受
講
料　

無
料
（
教
科
書
・
作
業

　

着
な
ど
は
自
己
負
担
）

▼
募
集
期
限　

７
月
７
日
木

▼
入
所
選
考　

７
月
13
日
水
／
筆
記

　

お
よ
び
面
接

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
９
８
８
）

広報そえだ（令和４年６月号）　1213　広報そえだ（令和４年６月号）

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
F
A
X

　
（
FAX
０
９
４
３
―
72
―
１
５
５
８
）

▼
申
込
期
限　

７
月
８
日
金

問
福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
４
３
―
72
―
１
１
９
３
）

▼
と
き　

７
月
28
日
木
10
時
〜
16
時
、

７
月
29
日
金
10
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

田
川
市
民
会
館

▼
内
容　

刈
払
機
を
安
全
に
取
扱
う

　

た
め
の
基
礎
知
識

　

と
操
作
方
法
を
学

　

び
、
刈
払
機
取
扱

　

作
業
安
全
衛
生
教

　

育
修
了
証
の
取
得

　

を
目
指
す

▼
受
付
期
間　

６
月
20
日
月
９
時
〜

29
日
水
（
受
信
有
効
）

※
申
込
み
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
受
験
案
内
は
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（https://w

w
w
.

nta.go.jp/)

ま
た
は
田
川
税
務
署
の

窓
口
に
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
田
川
税
務
署
（
☎
44
―
０
４
３
０
）

▼
試
験
日

10
月
９
日
日

▼
会
場　

福
岡
大
学
（
福
岡
市
）、九

　

州
共
立
大
学
（
北
九
州
市
）

▼
申
込
期
限　

７
月
１
日
金
（
当
日

　

消
印
有
効
）

▼
受
験
申
込
書
配
布
場
所　

役
場
保

　

健
福
祉
環
境
課
、
県
の
各
保
健
福

　

祉
（
環
境
）
事
務
所
な
ど

※
申
込
書
は
郵
送
も
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
（
公
社
）福
岡
県
介
護
支
援
専
門
員

協
会（
☎
092
―
431
―
４
５
９
０
）

▼
と
き　

６
月
22
日
水
9
時
20
分
〜

15
時
50
分
、
６
月
23
日
木
９
時
〜

16
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

田
川
市
民
会
館

▼
種
類　

甲
種
防
火
管
理
者

▼
定
員

50
人
（
先
着
順
）

▼
講
習
料
金　

テ
キ
ス
ト
代
５
千
５

　

０
０
円
、
交
付
手
数
料
２
０
０
円

▼
申
込
期
限　

６
月
10
日
金

　

添
田
町
の
魅
力
あ
る
景
観
を
後
世

に
引
き
継
ぐ
た
め
の
「
添
田
町
景
観

計
画
（
仮
称
）」
策
定
に
あ
た
り
、
策

定
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。
今
回
、

会
議
な
ど
に
参
加
い
た
だ
く
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

２
人

▼
任
期　

令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

▼
応
募
期
間　

６
月
27
日
月
か
ら
７

　

月
22
日
金
17
時
ま
で

※
応
募
資
格
な
ど
詳
し
く

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
、
ま
た
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
歴
史
文
化
財

係
（
☎
82
―
１
２
３
６
）

▼
抽
選
日　

６
月
30
日
木

▼
と
こ
ろ　

役
場
２
階
第
１
会
議
室

▼
募
集
団
地　

真
木
団
地
、

　

庄
団
地
、
改
良
峰
地
団
地
、

　

朝
日
ヶ
丘
団
地
な
ど

▼
申
込
期
限　

６
月
10
日
金

17
時
15
分
ま
で

問
役
場
住
環
境
整
備
課
住
宅
管
理
係

（
☎
82
―
１
２
３
５
）

【
第
二
回
自
衛
官
候
補
生
】

▼
受
付
期
限　

６
月
17
日
金

▼
受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る

18
歳
以
上
32
歳
ま
で
の
人

※
試
験
日
や
試
験
会
場
な
ど
、
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
就
職
説
明
会
】

▼
と
き　

６
月
19
日
日
10
時
〜
15
時

　
（
参
加
無
料
、
予
約
不
要
、
入
退
場

　

自
由
）

▼
と
こ
ろ　

た
が
わ
情
報
セ
ン
タ
ー

　
（
田
川
市
）

※
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

地
域
事
務
所
で
は
、
就
職
説
明
会
を

平
日
に
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
都

合
に
合
わ
せ
て
個
別
説
明
や
出
張
説

明
も
可
能
で
す
。
気
軽
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

地
域
事
務
所

　
（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

▼
第
１
次
試
験
日　

９
月
４
日
日

▼
受
験
資
格　

令
和
4
年
4
月
1
日

　

現
在
で
、
高
等
学
校
ま
た
は
中
等

　

教
育
学
校
を
卒
業

　

し
た
日
の
翌
日
か

　

ら
起
算
し
て
3
年

　

を
経
過
し
て
い
な

　

い
人
、
お
よ
び
令

　

和
5
年
3
月
ま
で

　

に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学

　

校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
人

▼
申
込
先　

田
川
地
区
消
防
本
部

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
田
川
地
区
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
44
―
６
２
５
６
）

　

職
場
や
地
域
で
活
躍
し
た
い
皆
さ

ん
を
後
押
し
し
ま
す
。
企
業
の
担
当

者
か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。参
加
無
料
、履
歴
書
不
要
で
す
。

▼
と
き　

６
月
28
日
火

13
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ

イ
イ
ヅ
カ

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　

タ
ー
（
飯
塚
市
）

募
集

Information くらしに役立つ情報満載
景
観
計
画（
仮
称
）策
定
委
員
を

公
募
し
ま
す

▼
対
象　

２
日
間
受
講
で
き
る
県
内

在
住
の
60
歳
以
上
の
人

▼
定
員

15
人
（
応
募
者
多
数
の
場

　

合
は
選
考
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

７
月
14
日
木

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
（
公
社
）
福
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会

（
☎
092
―
292
―
１
８
５
７
）

　

離
職
な
ど
で
再
就
職
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
専
門
知
識
や
技
能
を

学
ぶ
６
か
月
間
の
訓
練
で
す
。

▼
訓
練
期
間　

８
月
２
日
火
〜
令
和

　こんにちは。空き家対策推進員の髙瀨です。
「添田町知ってもらい隊」メンバーとして、４
月24日に町内の空き家を
巡るマラニック大会を開
催しました。マラニック
とはマラソンとピクニッ
クを合わせた造語で、そ
れぞれのペースで走りな
がら建物や景色を楽しむスポーツです。県外
や福岡市方面など、いろいろな地域から計29
人に参加いただきました。
参加者へのアンケートでは「町のさまざまな
風景が心地よかった」、「また、添田町に遊び
に来ます」、「所有者などによる空き家案内も
良かったです」、「１人での参加でしたが、町
の人の温かさを感じました」などさまざまな
意見をいただきました。

そえだ町空き家
マラニック大会を開催しました

添田町を元気に！

地域おこし
協力隊通信

Vol.㉙

を

問 教育委員会社会教育課（☎ 82-2559）

教育のひろば

添
田町教育委員会では、児童・生徒の

学習習慣の定着と学習意欲の向上を

図るため、令和３年度に「添田町地域学校

協働本部」を設置し、小学１・２年生を対

象とした「学びっ子教室」、小学５・６年生、

中学１・２年生を対象とした「英峰日進塾」

の事業を行っています。

事業を進めるにあたり、

地域の皆さんには学習

支援サポーターとして、

児童の見守りや宿題の採点、簡単な指導・

助言などの活動を担っていただいています。

また、中学３年生を対象とした「英峰塾」

では、福岡県立大学の学生に学習支援など

のご協力をいただき、高校受験に向けた取

り組みを行っています。

さらに、自然の神秘と美しさを体験するこ

                           とで科学への興味・関

                           心を高めるため、全小

                           学生を対象とした「星

                           空観察体験教室」を計

画しています。このように、添田町地域学

校協働本部では、地域と学校が連携・協働

して、未来を担う子どもたちの成長を支え、

子どもたちの夢や希望に向かって生き抜く

力を育むとともに、地域の教育力向上と活

性化を推進していきます。なお、「学びっ子

教室」では、一緒に活動してもらえる学習

支援サポーターを

募集しています。

興味のある人は社

会教育課まで連絡

ください。

放課後学習支援事業に
取り組んでいます

町
営
住
宅
空
き
家
入
居
者
募
集

自
衛
官
採
用
試
験

介
護
支
援
専
門
員
実
務

研
修
受
講
試
験

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

高
齢
者
の
た
め
の
し
ご
と
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
合
同
説
明
会

火カ

緑
化
講
習
会
受
講
者
募
集

「
刈
払
機
」
技
能
講
習

税
務
職
員
（
高
卒
程
度
）
募
集

公
共
職
業
訓
練
生
（
８
月
生
）

を
募
集
し
ま
す

定
員ー／

                     

                        

                      

                      



金
）
問
題
に
司
法
書
士
が
電
話
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
10
日
日
10
時
〜
16
時

▼
相
談
方
法　

電
話
相
談
／
無
料

（
☎
092
―
724
―
９
５
０
５
）

※
当
日
の
み
の
専
用
番
号
で
、
予
約

は
不
要
で
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
予
想
さ

れ
る
被
害
や
救
助
活
動
、
避
難
生
活

な
ど
の
課
題
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
、

い
の
ち
を
守
る
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が

国
土
強
靭
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
流

域
治
水
に
関
す
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
県
土
整
備
部
河
川
整
備
課

計
画
係
（
☎
092
―
643
―
３
６
９
１
）

　

今
年
度
予
定
し
て
い
ま
し
た
、
第

30
回
英
彦
山
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
ト
ラ

イ
ア
ル
大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
中
止

し
ま
す
。

問
英
彦
山
サ
イ
ク
ル

タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア

ル
大
会
実
行
委
員

会
事
務
局

（
☎
82
―
０
２
４
４
）

　

館
内
清
掃
な
ど
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

▼
期
間　

７
月
７
日
木
〜
10
日
日

問
ク
ア
ハ
ウ
ス（
☎
82
―
５
０
６
１
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽
故
加
藤
廣
海
（
下

　

落
合
）
▽
故
中
村
伸
司
（
桝
田
）　

　

▽
故
迫
勲
（
添
田
中
）
▽
故
鵤
カ

　

ツ
ヨ
（
町
三
）
▽
鬼
丸
節
子
（
町

　

三
）
▽
故
中
山
武
敏
（
町
四
）
▽

故
大
谷
秀
樹
（
伊
原
）
▽
故
野
村

　

晃
（
庄
中
）▽
故
道
園
久
美
子
（
新

　

城
）

　
　
　
（
令
和
４
年
５
月
16
日
現
在
）

～人権擁護委員は身近な相談パートナー～

特設人権相談所を
開設します

で
き
る
防
災
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

▼
対
象　

町
内
会
・
自
治
会
の
人
、　

　

小
学
校
区
で
の
範
囲
の
地
域
住
民

※
個
人
単
位
で
は

受
講
で
き
ま
せ
ん
。

▼
定
員　

１
団
体

10
人
程
度

▼
受
講
料　

無
料

▼
講
義
内
容　

日
本
赤
十
字
社
の
紹

　

介
、
災
害
へ
の
備
え
（
約
70
分
）

▼
必
要
な
も
の　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
、
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

▼
申
込
方
法　

日
本
赤
十
字
社
福
岡

　

県
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
防

　

災
セ
ミ
ナ
ー
申
込
書
」
を
受
講
希

　

望
日
の
２
か
月
前
ま
で
に
F
A
X

　
（
092
―
521
―
２
５
５
２
）し
て
く
だ

▼
と
き　

６
月
26
日
日
10
時
〜
18
時

　
（
受
付
は
17
時
30
分
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支

　

援
事
務
所
（
飯
塚
市
）

▼
内
容　

賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
パ

　

ワ
ハ
ラ
な
ど
の
問
題
や
悩
み
な
ど

▼
相
談
方
法　

電
話
ま
た
は
来
所
面

　

談
（
予
約
優
先
／
相
談
無
料
）

問
福
岡
県
筑
豊
労
働
者
支
援
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
１
１
４
９
）

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
深
刻
さ
を
増
す

経
済
状
況
を
踏
ま
え
、多
重
債
務（
借

問
福
岡
県
社
会
保
険
労
務
士
会

（
☎
090
―
９
４
８
３
―
５
４
０
７
）

　

相
続
や
悪
質
商
法
な
ど
の
身
近
な

法
律
ト
ラ
ブ
ル
に
、

司
法
書
士
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ

シ
ス
テ
ム
を
介
し
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
18
日
土
10
時
〜
13
時

▼
と
こ
ろ　

香
春
町
町
民
セ
ン
タ
ー

▼
定
員　

６
組
（
先
着
順
）

▼
予
約
受
付
期
限　

６
月
17
日
金

▼
予
約
受
付
時
間

平
日
10
時
〜
16
時

問
福
岡
県
司
法
書
士
会
筑
豊
相
談

セ
ン
タ
ー
（
☎
44
―
２
５
３
０
）

　

複
数
の
専
門
家
が
不
動
産
や
境
界

問
題
、
年
金
・
社
会
保
険
問
題
な
ど

法
律
一
般
の
悩
み
に
無
料
で
応
じ
ま

す
。

▼
と
き　

６
月
11
日
土
10
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ

イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
市
）

▼
定
員

34
組
／
要
事
前
予
約

▼
相
談
時
間　

１
件
30
分

▼
予
約
受
付
期
限　

６
月
10
日
金

▼
予
約
受
付
時
間

平
日
10
時
〜
16
時

Information くらしに役立つ情報満載

相
談

　

さ
い
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部
事
業

課
救
護
・
福
祉
係

　
（
☎
092
―
523
―
１
１
７
２
）

　

添
田
警
部
交
番
内
に
あ
り
、
地
域

交
通
安
全
活
動
を
行
っ
て
い
る
添
田

大
任
地
区
交
通
安
全
協
会
の
受
付
時

間
が
６
月
か
ら
変
わ
り
ま
す
。
道
路

使
用
や
車
庫
証
明
な
ど
の
手
続
き
が

必
要
な
時
は
受
付
時
間
内
に
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間　

月
〜
木
９
時
〜
12
時

問
添
田
大
任
地
区
交
通
安
全
協
会

（
☎
82
―
０
５
７
４
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

広報そえだ（令和４年６月号）　1415　広報そえだ（令和４年６月号）

６ 月１日は「人権擁護委員の日」です。人
権相談を受けたり、人権の考えを広めた

りする活動をしている人権擁護委員が、皆さん
の相談に応じる存在であることを伝えるととも
に、人権尊重の大切さを呼びかける日としてい
ます。身近な相談パートナーである人権擁護委
員が家庭内の悩みごとや隣近所とのトラブル、
いじめや差別などの相談に応じます。

◉とき ６月21日火 10 時～ 15 時

◉ところ　そえだジョイ／予約不要

◉相談料　無料

※秘密は固く守られます
ので、一人で悩まず気軽
に相談ください。

問 田川人権擁護委員協議会（☎ 44-1534）福
岡
県
で
は
、
水
災
害
の
激
甚
化

や
頻
発
化
を
踏
ま
え
、

流
域
全
体
で
水
災
害

を
軽
減
さ
せ
る
「
流

域
治
水
」
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
今
年
３

月
に
県
内
二
級
水
系

に
お
け
る
、
流
域
治

水
の
取
り
組
み
の
全

体
像
を
示
し
た
「
流

域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
公
表
し
ま
し

た
。
今
後
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

基
づ
き
、
流
域
内
の
あ
ら
ゆ
る
関
係

者
と
一
体
と
な
っ
て
、
総
力
戦
で
流

域
治
水
を
推
進
し
、
防
災
・
減
災
・

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　６月7日火、6月21日火
●補聴器相談（役場ロビー）
　６月８日水（13 時～）、６月10日金（15 時～）
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　６月14日火、７月12日火
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　６月14日火（10時～）、６月23日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍手
保健福祉環境事務所／予約制）
　７月６日水（13時30分～16時30分）
問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増進
　 課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

●人　口　8,960 人（ー16人）
●男　性　4,217 人（ー10人）
●女　性　4,743 人（ー6人）
●世帯数　4,564世帯（＋3世帯）

人の動き ４月末日現在（　）は前月比

●出生　 1 人
●死亡 19 人
●転入 28 人
●転出 26 人

警察署からのお知らせ
●覚せい剤などの薬物乱用を防止しましょう
　薬物を乱用すると、脳に影響を及ぼし、精神や
身体もボロボロになります。誘いを受けても「ダ
メ。ゼッタイ。」と断る勇気をもちましょう。

問 田川警察署（☎42-0110）

４月の事故発生状況   （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 ３（ー７） 21

　人身事故 ０（ー１） ３

　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 ３（＋２） ６

納期限のお知らせ
●６月30日木が納期限です
　▷町県民税（１期・全期）
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

第
30
回
英
彦
山
サ
イ
ク
ル
タ
イ

ム
ト
ラ
イ
ア
ル
大
会
中
止

「
流
域
治
水
」
の
取
り
組
み
を

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

交
通
安
全
協
会
の
受
付
時
間
の

お
知
ら
せ

ク
ア
ハ
ウ
ス
休
館

添田町早朝ソフトボール連盟
対戦結果（前期）
●４月10日 グラッシーズ ２ー17 アラジン
　　　　　 役場ソフトボール ７ー０ めじろクラブ
●４月17日 アラジン 21ー２ 役場ソフトボール
　　　　　 グラッシーズ ３ー12 クレイジーズ
●５月１日 めじろクラブ ０ー８ クレイジーズ
　　　　　 グラッシーズ ５ー12 役場ソフトボール
●５月８日 役場ソフトボール ７ー４ クレイジーズ
　　　　　 アラジン 13ー２ めじろクラブ

 　　 ラベンダー花摘み体験
３年ぶりに開催！お渡しするビニールに入るだけ摘み取ってください。

◎と　き ７月2日土～10日日 
　　　　　10 時～ 15 時
◎ところ　英彦山花園
◎体験料　高校生以上  500 円
　　　　　小・中学生  300 円
問 英彦山花園（☎ 85-0375）

お
知
ら
せ

あ
な
た
と
歩
む
、
司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

日
曜
労
働
相
談
会

返
済
に
お
困
り
の
人
の
た
め
の

電
話
相
談
会

日
本
赤
十
字
社
オ
ン
ラ
イ
ン

防
災
セ
ミ
ナ
ー
の
お
知
ら
せ

男 だから、女だからといった性別役割意識
にとらわれず、個性と多様性を尊重し、

自身の可能性を信じて誰もが生きがいを感じら
れる社会を実現していくきっかけとなる、今年
度のキャッチフレーズは、“「あなたらしい」を
築く、「あたらしい」社会へ”に決まりました。

町では、今年３月に第３次添田町男女共同参画
基本計画を策定しました。女性の地域活動への
参画など、これまでの取り組みを一層推進する
とともに男女共同参画の意識と行動の整合性を
図り、仕事と家庭の両立支援やあらゆる分野に
おける女性の活躍推進、性的少数者の人権の尊
重など、さまざまなジェンダー平等への取り組
みを推進していきます。この週間をきっかけに
男女共同参画について考えてみませんか。
問 役場総務課男女共同参画推進係 （☎82-1231）

6月23日から29日までは「男女共同参画週間」です

「あなたらしい」を築く、
「あたらしい」社会へ

予約不要

専
門
職
に
よ
る
く
ら
し
・
事
業

な
ん
で
も
相
談
会



令
和
４
年
６
月
号

そ
え
だ

2022

◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

広報

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。

６

町
政
の
疑
問
に
答
え
ま
す
。（
第
２
弾
）

Ｑ　

添
田
町
の
財
政
（
借
金
・
貯
金
）
は
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
で
す
か
？

Ａ　

町
の
運
営
は
、
町
民
税
等
自
己
資
金
が
少
な
い
た
め
、
国
・
県
か
ら
の

補
助
金
や
債
権
過
疎
債
な
ど
（
債
務
）
を
借
り
て
行
っ
て
い
ま
す
。
添
田
町
、

他
の
町
村
に
引
け
を
取
ら
な
い
ほ
ど
の
公
共
施
設
が
あ
り
、
こ
れ
ら
も
国
か
ら
の
借
金
（
債
務
）
で

建
て
て
き
ま
し
た
。
か
な
り
年
数
も
経
過
し
維
持
管
理
費
や
借
金
返
済
が
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
借
金
返
済
額
、
約
10
年
前
は
114
億
円
ま
で
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
引
き
受
け
運

営
し
節
約
し
な
が
ら
国
等
に
53
億
円
返
済
、
現
在
で
は
61
億
円
と
当
時
の
約
半
数
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
大
規
模
事
業
等
や
不
測
の
事
態
等
に
備
え
て
財
政
調
整
基
金
（
貯
金
）
を
貯
め
て
い
ま
す
。

当
時
は
23
億
円
で
し
た
が
、
適
切
な
財
政
運
営
を
行
い
10
憶
円
増
や
し
現
在
で
は
33
億
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
し
ゃ
く
な
げ
荘
に
つ
い
て
は
総
工
費
約
８
憶
円
（
ほ
ぼ
国
か
ら
の
債
権
等
）

を
か
け
て
94
年
に
開
業
、
96
年
度
に
は
年
間
約
21
万
人
の
利
用
者
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
大

幅
な
減
少
、
年
数
も
経
過
し
維
持
管
理
費
も
膨
大
で
経
営
難
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
事
か
ら

新
し
い
方
向
で
見
直
す
も
の
で
す
。

Ｑ　

町
は
（
第
５
次
総
合
計
画
の
計
画
期
間
10
年
を
一
区
切
り
と
し
て
）
新
し
い
事
業
等
ど
ん
な
事

を
行
っ
て
き
た
の
で
す
か
？

Ａ　

こ
の
間
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
新
た
に
行
っ
た
主
な
事
業
で
す
。
▼
【
若

者
世
帯
定
住
促
進
住
宅
建
設
】
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
町
が
整
備
し
た
用
地
に
若

者
世
帯
専
用
住
居
（
戸
建
て
住
宅
）
の
建
設
。
▼
【
タ
ク
シ
ー
移
動
利
用
助
成
】
移
動
手
段
（
自
家

用
車
等
）
を
持
た
な
い
住
民
の
公
共
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
一
部
を
助
成
。

▼
【
め
ん
べ
い
添
田
町
工
場
の
誘
致
】
添
田
町
の
雇
用
確
保
と
学
校
跡
地
の
活
用
。
▼
【
朝
日
ヶ
丘

団
地
建
替
】
住
民
の
皆
さ
ん
の
住
環
境
整
備
の
た
め
、
朝
日
ヶ
丘
団
地
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３

階
建
て
団
地
Ａ
棟
・
Ｂ
棟
・
C
棟
を
建
設
し
、
Ｂ
棟
の
１
階
部
分
に
福
祉
施
設
を
併
設
）
の
建
替
。

▼
【
添
田
町
出
産
奨
励
金
】
人
口
増
に
は
多
く
の
赤
ち
ゃ
ん
を
添
田
町
で
産
ん
で
育
て
て
貰
う
事
で

す
。
そ
の
支
援
に
と
新
た
に
出
産
奨
励
金
を
創
設
し
ま
し
た
。（
奨
励
金
額
）・
出
生
児
１
人
に
つ
き

10
万
円
、３
子
目
に
つ
い
て
は
（
現
在
２
児
を
養
育
し
て
い
る
）
20
万
円
、４
子
以
上
に
つ
い
て
は
（
現

在
３
児
を
養
育
し
て
い
る
）
50
万
円
▼
【
農
業
後
継
者
育
成
「
就
農
実
践
塾
」
開
校
】
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
が
進
み
、
後
継
者
・
担
い
手
の
不
足
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
そ
の
事
か
ら
、
専
業
農
家
で

の
実
践
的
な
農
業
研
修
を
行
う
塾
を
創
設
。
平
成
24
年
度
開
校
。
そ
の
他
に
も
▼
【
全
国
に
添
田

町
を
情
報
発
信
！
そ
え
だ
ま
ち
観
光
大
使
（
熊
谷
真
実
さ
ん
）
任
命
】
▼
【
義
務
教
育
期
間
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
】
▼
【「
英
峰
塾
」・
放
課
後
学
習
塾
「
英
峰
日
進
塾
」】
▼
【
英
彦
山
神
宮
参
道

修
景
工
事
】▼【
空
き
家
片
付
け
支
援
・リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
支
援
】▼【
シ
ニ
ア
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
塾
創
設
】

▼【
園
芸
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
整
備
】▼【
防
災
ラ
ジ
オ
型
戸
別
受
信
機
普
及
】な
ど
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
政
策
・
事
業
を
土
台
に
、
添
田
町
第
６
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る
「
健
康
で
住
み
続
け

ら
れ
る
ま
ち
、
住
み
た
く
な
る
ま
ち
」
を
目
指
し
添
田
町
ら
し
さ
を
持
っ
て
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。「
み
ん
な
で
ま
ち
づ
く
り
」、
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Let’s do our best!
～仲間と共に燃え尽きろ～

　天候に恵まれた５月21日、添田中学校体育会が行わ
れました。新型コロナの影響から一昨年は中止、昨年
は生徒のみで実施された体育会。
今年は３年ぶりに保護者が見守
る中、生徒たちはダンスや集団
行動、リレーなど２週間の練習
の成果を発揮。熱い戦いが繰り
広げられました。

添田中学校体育会
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